
                                          2025.6.29 

        2025年 4月度のボーイスカウト福岡第 14団の報告について 

  

１ ボーイ隊 

○ 日時：4月 13日（日） 令和７年度団上進式 脇山野営場 

 

   令和７年度の団上進式で、ボーイ隊は式典前に上進橋の作成に挑戦、身に着けたスキルを発

揮して限られた時間内に完成することが出来ました。上進式では、国旗儀礼とソングの指揮を

担当しました。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○ 日時：4月 20日（日） 体験で学ぶ里山ツアー（福岡北ロータリークラブ主催） 

                                                               かなたけの里公園 

  里山の重要性や我々が関わりを持ち、共に共存しなればならないかを体験を通して考える機会 

となりました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 日時：4月 29日（火、祭日） 上進スカウト歓迎集会 福岡２７団スカウトハウス 

   今年度も３隊合同で、班集会・隊集会を展開することになりました。今回は、上進後の隊集会

でカブ隊からボーイ隊に上進したスカウトを歓迎の気持ちを持って先輩スカウト、上進したス

カウトと協力して野外料理を作り美味しく食事を頂きました。 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

2 ビーバー隊 

○ 日時:4月 13日（日） 令和７年度団上進式 脇山野営場 

  今年度はビーバー隊から 2 人上進しました。ビーバーの制服で集合しスカウトは途中でカブ

の制服に着替え、たった数分間の間に少しお兄ちゃんになったように見えました。上進式では、

上進スカウトが上進橋を渡ってカブの巣に旅立っていきました。ビーバー隊に入隊する前から

見てきた子がカブスカウトに上進するということで、時の流れの速さに驚きを禁じ得ません。 

また、新たに共に活動してくれることになったスカウトの入隊式を行いました。初めて会う人

達の前で緊張した面持ちながらもビーバースカウトの「やくそく」とビーバー隊の「きまり」を

しっかり言うことができました。スカウトの一員として迎え入れることができ、指導者としてた

いへん嬉しく思います。今後の成長がとても楽しみです。 

今年の当隊はスカウト 2人でのスタートという近年稀に見る「タイニースタート」ですが、少

しずつ仲間を増やして、たくさんのスカウトとこの記念すべき県連百周年を盛り上げていきた

いと指導者として願います。 



○ 日時：4月 20日（日） 体験で学ぶ里山ツアー（福岡北ロータリークラブ主催）                    

先月雨天で延期になった里山ツアーに参加しました。当日は小雨の中の活動でしたが、ビオ 

 トープの整備や竹林管理・竹クラフト、「インセクトホテル」の製作などをとおして、里山保全 

について学び、その大切さを改めて感じることができるとても有意義な時間となりました。  

 ボーイスカウトは「自然」を「スカウト教育法」の 1つの要素として位置づけており、また近

年は、SDGs も意識した活動を日々展開していますが、今回のプログラムもそれにぴったりの活

動でした。ありがとうございました。 

 

3 カブ隊  

○ 日時：4月 13日（日） 令和７年度団上進式 脇山野営場 

○ 日時：4月 20日（日） 体験で学ぶ里山ツアー（福岡北ロータリークラブ主催）    

○ 日時：4月 27日（日） 基本訓練 九大学研都市駅周辺 

   活動目標：所属意識を伸ばし、目的を達成した時の充実感を味わう。好奇心と冒険心を高める。      

      令和７年度の最初の活動は基本訓練です。活動は地味ですが、この基本姿勢がちゃんとでき 

る事は、今後のあらゆる活動において大切な事です。 

   整列、回れ右、右向け右、スマートな制服着用など、新しい組編成で組長も積極的に声をだし 

  て頑張っていました。また、今年度のテーマはどこでもドアで世界旅行です。毎月世界のどこか 

に旅します４月はボーイスカウト発祥の地「イギリス」です。さっそくパスポートにスタンプ 

シールをもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初の活動は時間通りにいかず時間調整に苦労したところもありましたが、スカウトたちは

頑張りました。 

                                            以上 


